
 

生後８カ月のころ、視覚障がい弱視であることが発覚しました。小学３年生の春に視覚支

援学校に転校しました。高校は地域の学校に入学し、卒業後は進学費用を貯めるために障が

い者雇用で働きました。その後、進学先の大学で教員免許を取得し、卒業と同時に小さいこ

ろからの夢であった特別支援学校の教員になりました。10 年以上、障がいがある子どもた

ちと教育現場で一緒に過ごしました。現在は、障がい当事者として感じてきたことと、支援

学校で培った知識や経験を活かし、社会に心のバリアフリーを広める活動をしています。

2023 年に一般社団法人日本心のバリアフリー協会を設立しました。講演会を通して団体や

地方自治体、学校に向けて障がいを含むマイノリティへの理解啓発と、障がい者や高齢者雇

用に取り組む企業と就労支援事業所のサポートに力を入れています。また、各 SNSによる発

信やイベントを開催することで、誰もが気軽に心のバリアフリーをすすめられる機会をお届

けしています。 

 「障がい者」といっても、障がい種や特性、得手不得手、性格など、個人で異なります。

より多くの方が快適に過ごせる空間は目指せますが、誰もが不自由さを完全に感じない物理

的な環境を整備することはできません。それらをカバーできる一番の支えが、周囲の方たち

の障がいへの理解や知ろうとする気持ちです。障がい当事者として生活を送る中で、家庭や

学校、地域、職場、公共施設等のどの場面においても、周囲の人たちの心のバリアフリーに

触れることで不自由さに伴う困難さが和らぐ経験をしてきました。 

社会には、障がいに限らず、年齢や性別、病気、国籍など、様々な事情を抱えている方が

います。障がいへの理解がすすみ障がい当事者が生き生きと過ごせる社会は、様々な立場の

方も受け止められるようになります。相手の事情を受け止められる社会は、自分も受け止め

られることに繋がります。障がいがある方もない方もそれぞれの境遇を認め合い、優しい気

持ちで共に過ごせる社会の実現には、一人一人の心のバリアフリー化が必要不可欠です。 

障がいを含むマイノリティについて知る機会や当事者の方と関わることで、偏ったイメー

ジや誤解、不安が低減され、心のバリアフリー化はすすみます。「さっぽろ障がい者プラン

2024」の取り組みにも、重要課題の一つとして盛り込まれています。一人でも多くの方が、

心のバリアフリーをすすめられるきっかけになればと期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉本 梢 

・一般社団法人日本心のバリアフリー協会代表理事 

・視覚障害者（特注のコンタクトをして視力 0.09の弱視） 

・元特別支援学校の国語教員 

・発達障害コミュニケーション指導者認定済み 

・札幌市社会福祉協議会登録当事者講師 

・北海道福祉教育アドバイザー 

・障がい者雇用サポーター 


